
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「分析」から始まる成長 

校長 澤井 稔 

早いもので 1学期のまとめの時期を迎えました。4月の始業式・入学式からスタートした学校生活も、多くの学

びと経験を重ねながら今日まで歩んできました。1年生は中学校生活に慣れ、2年生は学校の中堅としての自覚

を深め、3年生は最高学年として学校を支える姿を見せてくれています。 

この 1学期を振り返ると、運動会、修学旅行、ライフスキルプログラム、職業人のお話を聞く会、平和学習、教育

相談週間など、多くの教育活動がありました。それぞれの活動の中で、生徒たちは仲間と協力しながら課題に向

き合い、一歩ずつ成長してきました。 

先日行われた定期考査も、その成長を考える上で大切な機会でした。結果が返却され、満足した人もいれば、

悔しい思いをした人もいることでしょう。しかし、私が皆さんに大切にしてほしいのは、結果そのものではなく、その

結果をどのように受け止めるかです。 

「なぜできたのか」「なぜできなかったのか」「学習方法は適切だったのか」「もっと良い方法はなかったか」。

このように自分自身を振り返り、課題や改善点を見付けることを『分析』と言います。 

分析する力は、学習だけでなく人生のさまざまな場面で必要になります。 

例えば運動会では、競技や演技の練習を重ねる中で、うまくいかない部分を話し合いながら改善していきまし

た。修学旅行では、集団生活をより良いものにするために、その日の行動を振り返り、次の日の行動につなげまし

た。ライフスキルプログラムでは、自分の考え方や感情、人との関わり方を見つめ直す学習を行いました。これらは

全て、自分や集団の状況を分析し、より良い方向へ進もうとする取組だったと言えます。 

スポーツの世界でも同じです。サッカーやバレーボール日本代表が世界の強豪国と戦うためには、相手チーム

の特徴だけでなく、自分たちの課題や強みを分析することが欠かせません。勝った試合でも反省を行い、負けた

試合からも学びを得ながら次の挑戦につなげています。成長する人やチームには、必ず振り返りと分析がありま

す。 

そして、分析をしていく中で大切になるのが「相談すること」です。本校では、教育相談週間や SOSの出し方に

関する学習を通して、困ったときに助けを求めることの大切さを学んできました。課題を見付けても、一人では解

決できないことがあります。そのようなときは、保護者や先生、友達など信頼できる人に相談してください。相談す

ることは弱さではありません。より良い解決方法を見付けるための大切な力です。 

相談によって新たな視点を得ることができれば、次は「挑戦」です。間違えた問題をもう一度解き直す。苦手な

教科の勉強方法を変えてみる。部活動で新しい技術に挑戦する。自分から挨拶をしてみる。小さな挑戦の積み重

ねが、大きな成長につながります。 

まもなく始まる夏休みは、その挑戦を実践する絶好の機会です。まとまった時間があるからこそ、自分自身を振

り返り、新たな目標を立てることができます。 

1 年生は中学校生活最初の夏休みです。学習や生活習慣を見直し、自分で計画を立てて行動する力を身に

付けてください。 

2 年生は学校の中心となる準備の期間です。自分の可能性を広げるために、様々なことに積極的に挑戦してく

ださい。 

3年生は進路実現に向けた大切な夏です。結果に一喜一憂することなく、自分の課題を分析し、一日一日を大

切に過ごしてください。 

分析し、相談し、挑戦する。その繰り返しが自信を育てます。自信とは、失敗しないことではありません。失敗や

課題と向き合い、改善しようと努力した経験の積み重ねによって生まれるものです。 

保護者の皆様、地域の皆様には、1 学期を通して本校の教育活動に温かい御理解と御協力をいただき、心よ

り感謝申し上げます。生徒たちが安心して学校生活を送り、多くの挑戦ができるのは、皆様の支えがあってこそで

す。今後とも学校・家庭・地域が連携しながら、生徒たちの成長を支えてまいりたいと考えております。 

この夏休みが、生徒一人一人にとって自分を見つめ直し、新たな挑戦への勇気と確かな自信を育む時間とな

ることを願っています。そして 2学期、さらに成長した皆さんに会えることを楽しみにしています。 
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IJバスケット大会 

 

 

 

 

 

【スポーツテスト】（６月１６日） 

６月 1６日（火）に１・２年生対象にスポーツテストを実施しました。当日は自身の成果を発揮しようと、自

身のもつ力を出し切る様子が見られました。今年度実施したスポーツテストでは、長座体前屈や上体起こし

が全国平均と同様、またはそれ以上の結果となり、柔軟性や体幹の筋持久力に強みが見られました。一方で

５０m 走や反復横跳びは全国平均を下回り、瞬発力や敏しょう性に課題が見られました。これらの結果を受

け、体育の授業では短距離走の基本動作や方向転換を取り入れた運動を充実させ、楽しみながら基礎体力を

高める授業を目指したいと思っています。 

（保健体育科 担当） 

 

【IJ 学級 多摩特研バスケットボール大会】（６月１９日） 

６月１９日（金）に東京ドームスポーツセンター東久留米にて多摩特研バスケットボール大会が開催されま

した。今年度は、５校の学校が集まり、３つのリーグに分かれて競い合いました。運動会と並行しての行事

で、十分な練習時間が確保できない中で本番を迎えました。しかし、バスケットボール大会に向けて、どの

チームも気合い十分で、白熱した試合が繰り広げられました。仲間と声をかけあいながらボールをゴールま

で運び、シュートが決まった後には応援の生徒も含め、歓声が上がりました。行事を通して深まった学級の

絆を、これからの学校生活に生かしていってほしいと思います。          （I・J 学級 担当） 

 

【学校評価アンケート】（回答期限７月２７日） 

本校では、今後の教育活動の充実と改善を図るため、学校評価ア

ンケートを実施いたします。 

保護者の皆様からいただくご意見やご感想は、学校運営を見直し、

よりよい学校づくりを進めるための大切な資料となります。 

アンケートは、学校の教育活動に関する５つの項目 

①自ら考え、ねばり強くやりぬく生徒（学びに向かう力） 

②きまりを守り、思いやるのある生徒（人間関係形成力） 

③心身ともに健康な生徒（健康増進力） 

④伝統を尊重し、郷土を愛する生徒（社会参画力） 

⑤「特色ある教育活動」 

についてです。 

皆様の率直なご意見をお聞かせいただければ幸いです。ご協力の

ほど、よろしくお願いいたします。 

 

【閉庁日のお知らせ】 

8月 10日(月)～8月 14日(金) 
 

夏季休業期間中、上記の期間を学校閉

庁日といたします。期間中は教職員が

不在となるため、電話や窓口での対応

はできません。保護者の皆様にはご不

便をおかけいたしますが、ご理解とご

協力をお願いいたします。 

  

個人情報保護のため、配布した紙面とは一部内容を変更しています。ご了承ください。 


